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一
般
会
計
の
予
算
規
模
は
、
６
百　

億
４９

４
千
５
百
万
円
で
、
対
前
年
度
比
較
で

４
・
９
％
の
増
と
過
去
最
大
規
模
で
編
成

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
に
４
つ
の
特
別
会
計

を
あ
わ
せ
た
総
予
算
額
は
、
１
千　

億
２

３１

千
２
百
万
円
で
、
前
年
度
と
比
較
し
て
、

０
・
３
％
の
減
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。

※
前
年
度
の
当
初
予
算
は
、
４
月
の
市
長

選
挙
を
考
慮
し
て
、
新
規
の
施
策
を
見
送

一
般
会
計
は

過
去
最
大
規
模

っ
た
、
い
わ
ゆ
る
骨
格
予
算
と
し
て
編
成

し
た
た
め
、
補
正
予
算
第
２
号
（
肉
付
け

予
算
）
ま
で
を
合
わ
せ
た
額
と
比
較
し
て

い
ま
す
。

 　

歳
入
の
根
幹
と
な
る
市
税
収
入
は
、
個

人
市
民
税
が
増
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、

法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
、
市
た
ば
こ

税
が
減
と
な
り
、
全
体
と
し
て
は
、
前
年

度
と
比
べ
て
８
千
９
百
万
円
、
０
・
３
％

の
減
と
な
り
ま
す
。

　

国
庫
支
出
金
、
都
支
出
金
に
つ
い
て

は
、
障
害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
の

増
、
子
ど
も
子
育
て
関
連
の
負
担
金
・
交

付
金
の
増
な
ど
で
、
そ
れ
ぞ
れ　

億
４
千

１１

　

万
３
千
円
の
増
、
４
億
３
千
３
百　

万

７９

７１

２
千
円
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

各
種
譲
与
税
・
交
付
金
は
、
地
方
交
付

税
な
ど
が
増
と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
地

方
消
費
税
交
付
金
が
大
き
く
減
と
な
り
、

全
体
と
し
て
は
前
年
度
と
比
べ
て
１
億
９

千
８
百　

万
円
、
３
・
７
％
の
減
と
な
り

１３

ま
す
。

　

市
債
は
、　

億
６
千
３
百　

万
円
の
増

１７

３０

と
な
り
ま
し
た
。
繰
入
金
は
、
１
億
４
千

５
百　

万
７
千
円
の
減
と
な
り
ま
す
。

３９

 　

基
金
は
家
計
に
例
え
る
と
貯
金
に
あ
た

る
も
の
で
す
。
歳
入
が
足
り
な
い
時
に
取

り
崩
し
、
年
度
間
の
財
源
を
調
整
し
て
い

る
財
政
調
整
基
金
の
平
成　

年
度
末
残
高

３０

見
込
み
は
、
平
成　

年
度
末
残
高
か
ら
６

２９

億
９
千
９
百　

万
７
千
円
減
少
し
、　

億

９６

２１

６
千
３
百　

万
２
千
円
と
な
り
ま
す
。

８９

　

市
債
は
家
計
に
例
え
る
と
ロ
ー
ン
に
あ

た
る
も
の
で
す
。
公
共
施
設
な
ど
を
つ
く

る
た
め
に
必
要
と
な
る
多
額
の
資
金
な
ど

を
長
期
ロ
ー
ン
と
し
て
借
り
て
、
将
来
利

用
す
る
市
民
と
の
費
用
負
担
を
公
平
に
し

て
い
ま
す
。
一
般
会
計
の
平
成　

年
度
末

３０

市
債
現
在
高
見
込
み
は
、
平
成　

年
度
末

２９

市
債
現
在
高
見
込
み
よ
り
も
１
億
７
千
百

歳
入
で
は

市
税
収
入
が
前
年
度
と

比
べ
０
・
３
％
減

財
源
不
足
を
補
う
た
め

基
金
を
繰
り
入
れ
、

市
債
を
発
行

８
万
１
千
円
減
少
し
、
２
百　

億
１
千
８

６５

百　

万
７
千
円
と
な
り
ま
す
。

６１

 　

民
生
費
は
、
認
証
保
育
所
等
補
助
や
民

間
保
育
園
運
営
費
、
障
害
者
自
立
支
援
給

付
費
の
増
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比
べ

　

億
２
千
９
百　

万
４
千
円
、
３
・
１
％

１０

３０

の
増
と
な
り
ま
す
。
民
生
費
は　

年
連
続

１７

し
て
増
加
し
、
歳
出
全
体
に
占
め
る
割
合

は　

・
２
％
と
な
り
ま
す
。

５２

　

総
務
費
は
、
電
子
計
算
機
の
更
新
費
や

認
定
子
ど
も
園
な
ど
へ
の
施
設
型
給
付
費

の
増
な
ど
に
よ
り
、
４
千
８
百　

万
６
千

２２

円
、
０
・
６
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

　

教
育
費
は
、
第
五
小
学
校
増
築
・
大
規

模
改
造
工
事
や
花
小
金
井
小
学
校
増
築
工

事
、
市
民
総
合
体
育
館
第
一
体
育
室
空
調

設
備
工
事
の
増
な
ど
に
よ
り
、
７
億
５
千

７
百　

万
５
千
円
、　

・
２
％
の
増
と
な

２５

１３

り
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
更

新
事
業
や
家
庭
ご
み
有
料
化
・
戸
別
収
集

準
備
事
業
な
ど
の
増
に
よ
り
、　

億
５
千

１４

５
百　

万
３
千
円
、　

・
３
％
の
増
と
な

９５

２９

り
ま
す
。

 　

扶
助
費
と
は
、
社
会
保
障
と
し
て
、
児

童
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
生
活
困
窮
者

な
ど
へ
の
支
援
に
要
す
る
経
費
の
こ
と

で
、
前
年
度
と
比
べ
て　

億
４
千
９
百　

１４

３６

万
９
千
円
、
６
・
９
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

扶
助
費
は
こ
の　

年
で
２
倍
以
上
に
増
え

１０

て
い
ま
す
。

　

人
件
費
は
、
職
員
給
与
や
市
長
、
市
議

会
議
員
の
報
酬
な
ど
の
こ
と
で
、
１
億
９

千
６
百　

万
１
千
円
、
２
・
０
％
の
減
と

５９

な
り
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
と
は
、
道
路
や
公
共
施
設

整
備
な
ど
の
た
め
の
経
費
の
こ
と
で
、　
１９

億
９
千
５
百　

万
４
千
円
、
百
３
・
８
％

９７

の
増
と
な
り
ま
す
。

　

公
債
費
と
は
、
市
債
の
返
済
や
利
子
支

払
い
の
経
費
の
こ
と
で
、
４
千
６
百　

万
６９

２
千
円
、
１
・
３
％
の
増
と
な
り
ま
す
。

歳
出
で
は

民
生
費
が　

年
連
続
増

１７

投
資
的
経
費
は

前
年
度
と
比
べ
倍
増

　

平
成　

年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。

３０

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
新
た
な
行
政
需
要
に
充
て
る
財
源
が

３０

限
ら
れ
る
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
も
、
重
点
施
策
な
ど
真
に
必

要
な
事
業
に
予
算
を
集
中
さ
せ
る
こ
と
で
、
小
平
市
第
三
次
長

期
総
合
計
画
基
本
構
想
に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

た
編
成
に
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

財
政
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５
０
４

０４２

平
成　

年
度

３０

小
平
市
の

予
算

前年度比当初予算額

３０億２,６７１万円（　　４.９％）６４９億４,５００万円一般会計

△３０億８,９００万円（△１５.３％）１７０億６,１００万円国民健康保険事業
特
別
会
計

１億３,９００万円（　　３.４％）４２億　２００万円後期高齢者医療

△１億２,９００万円（　△１.０％）１３０億４,８００万円介護保険事業

△３億　５００万円（　△７.３％）３８億６,６００万円下水道事業

△３億５,７２９万円（　△０.３％）１,０３１億２,２００万円合計

（各種健康診断、予防接種、
ごみ収集、資源の循環などに）
（各種健康診断、予防接種、
ごみ収集、資源の循環などに）

衛生費（9.9％）
64億1,672万円
衛生費（9.9％）
64億1,672万円

（火災や台風などの災害対応に）（火災や台風などの災害対応に）

消防費（3.2％）
20億8,929万4千円
消防費（3.2％）

20億8,929万4千円

その他（1.4％）
9億993万円
その他（1.4％）
9億993万円

（市庁舎の管理、文化振興、コミュニティ、防災体制の強化などに）（市庁舎の管理、文化振興、コミュニティ、防災体制の強化などに）
総務費（12.1％）78億5,976万8千円総務費（12.1％）78億5,976万8千円

（学校教育、図書館、公民館、
体育施設の整備や教育振興に）
（学校教育、図書館、公民館、
体育施設の整備や教育振興に）

教育費（10.0％）
64億9,754万5千円
教育費（10.0％）
64億9,754万5千円

（市の借入金の返済に）（市の借入金の返済に）

公債費（5.5％）
35億7,219万5千円
公債費（5.5％）

35億7,219万5千円

（道路・公園の整備など
住みよいまちづくりに）
（道路・公園の整備など
住みよいまちづくりに）

土木費（5.7％）
37億932万5千円
土木費（5.7％）
37億932万5千円

民生費（52.2％）
338億

9,022万3千円

扶助費
（34.4％）
223億

6,245万6千円

（子どもや高齢者、身体の
不自由な方などの福祉、
生活保護などに）

（子どもや高齢者、身体の
不自由な方などの福祉、
生活保護などに）

各種譲与税・交付金
（8.0％）

51億9,187万2千円

各種譲与税・交付金
（8.0％）

51億9,187万2千円

繰越金（1.5％）10億円繰越金（1.5％）10億円
その他（3.4％）

22億5,450万7千円
その他（3.4％）

22億5,450万7千円

国庫支出金（17.9％）
116億1,530万5千円
国庫支出金（17.9％）
116億1,530万5千円

都支出金（13.4％）
86億8,672万4千円
都支出金（13.4％）
86億8,672万4千円

人件費（14.6％）
94億4,891万8千円
人件費（14.6％）
94億4,891万8千円

投資的経費（6.0％）
39億1,854万円
投資的経費（6.0％）
39億1,854万円

公債費（5.5％）
35億7,219万5千円
公債費（5.5％）

35億7,219万5千円

その他（39.5％）
256億

4,289万1千円

その他（39.5％）
256億

4,289万1千円

繰入金（3.5％）
22億1,799万2千円
繰入金（3.5％）

22億1,799万2千円

市債（5.0％）
32億3,760万円
市債（5.0％）
32億3,760万円

市税（47.3％）
307億
4,100万円

一般会計　歳入一般会計　歳出　（目的別内訳）一般会計　歳出　（性質別内訳）
歳出を経済的性質で分類することで、市の
財政状況を知ることができます

649億4,500万円 649億4,500万円

　

私
は
、
こ
れ
ま
で
一
貫
し
て
、
市
民

の
皆
さ
ま
に
寄
り
添
い
、「
参
加
」、「
協

働
」
と
「
自
治
」
を
市
政
の
基
本
に
据

え
、
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、
活
気
に
満
ち

た
都
市
の
実
現
を
目
指
し
、
市
政
運
営

に
ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
施
策

の
展
開
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
「
前
へ
、
前
へ
」
の
精
神

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
小
平
市
の
人
口
は
増

加
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
近
い
将
来
減

少
に
転
じ
る
推
計
と
な
っ
て
い
て
、
市

政
運
営
に
お
い
て
は
人
口
の
減
少
を
想

定
し
た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
な
か
で
は
あ
り
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
を
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
捉
え
る
の
で
は
な
く
、

「
量
」
か
ら
「
質
」
を
重
視
し
た
取
り

組
み
へ
の
転
換
の
好
機
と
捉
え
、
次
世

代
を
見
据
え
、
各
分
野
で
施
策
を
展
開

し
て
、　

万
人
の
市
民
の
皆
さ
ま
が
そ

１９

れ
ぞ
れ
地
域
社
会
の
中
で
役
割
を
持

ち
、
そ
の
能
力
が
最
大
限
生
か
さ
れ
る

ま
ち
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
、「
参
加
」
と
「
協
働
」
を
進

め
、
地
域
の
活
力
を
高
め
、
地
域
の
持

ち
味
を
生
か
し
た
課
題
の
解
決
を
図
る

支
え
手
、
担
い
手
を
増
や
す
取
り
組
み

を
続
け
て
い
く
こ
と
が
、
将
来
に
向
け

た
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
予
算
は
、
支
援
が
必
要

３０

な
方
に
手
を
差
し
伸
べ
、
光
を
当
て
る

ソ
フ
ト
施
策
の
実
施
を
図
る
と
と
も

に
、
公
共
施
設
の
更
新
な
ど
の
ハ
ー
ド

事
業
に
も
注
力
し
た
、
積
極
的
な
予
算

と
し
て
い
ま
す
。

躍
動
を
か
た
ち
に

進
化
す
る
ま
ち
の
実
現

を
目
指
し
ま
す

小
平
市
長　

小
林
正
則


